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�愛媛県告示第２４６号
土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法

律（平成１２年法律第５７号）第６条第１項及び第８条第１項の規定に

基づき、次のとおり土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域を

指定する。

平成２２年３月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

建築物に作用
すると想定さ
れる衝撃に関
する事項

寺内
３０１－
�－３９
�

四国中
央市新
宮町上
山（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

寺内
３０１－
�－３９
�

四国中
央市新
宮町上
山（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

赤滝
３０１－
�－４１
�

四国中
央市新
宮町上
山（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

赤滝
３０１－
�－４１
�

四国中
央市新
宮町上
山（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

杉谷
３０１－
�－４５
�

四国中
央市新
宮町上
山（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

杉谷
３０１－
�－４５
�

四国中
央市新
宮町上
山（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

影井Ａ
３０１－
�－２６
４４�

四国中
央市新
宮町新
宮（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

影井Ａ
３０１－
�－２６
４４�

四国中
央市新
宮町新
宮（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

宮川北
３０１－
�－２６
４６�

四国中
央市新
宮町新
宮（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

宮川北
３０１－
�－２６
４６�

四国中
央市新
宮町新
宮（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

中西
３０１－
�－２５
４７�

四国中
央市新
宮町新
宮（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

中西
３０１－
�－２５
４７�

四国中
央市新
宮町新
宮（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

寺内北
谷川
３０１－
１０８４

四国中
央市新
宮町上
山（次
の図の
とお
り）

土石流 寺内北
谷川
３０１－
１０８４

四国中
央市新
宮町上
山（次
の図の
とお
り）

土石流 次の図のとお
り

田之内
北谷川
３０１－
１０８７

四国中
央市新
宮町上
山（次
の図の
とお
り）

土石流 田之内
北谷川
３０１－
１０８７

四国中
央市新
宮町上
山（次
の図の
とお
り）

土石流 次の図のとお
り

西ウト
キ谷川
３０１－
１０８９

四国中
央市新
宮町新
瀬川
（次の
図のと
おり）

土石流 西ウト
キ谷川
３０１－
１０８９

四国中
央市新
宮町新
瀬川
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

附 則

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。

２ この規則施行の際現に改正前の愛媛県心身障害者扶養共済制度条例施行規則様式第２号、様式第６号及び様式第６号の２の規定により

提出され、又は交付している書類は、それぞれ改正後の愛媛県心身障害者扶養共済制度条例施行規則様式第２号、様式第６号及び様式第

６号の２の規定により提出され、又は交付した書類とみなす。

�愛媛県告示第２４５号
大規模小売店舗立地法（平成１０年法律第９１号。以下「法」という。）附則第５条第４項の規定により法第６条第２項の規定による届出と

見なされる法附則第５条第１項の規定による変更に係る事項の届出があったので、法第６条第３項において準用する法第５条第３項の規定

に基づき、次のとおり告示する。

当該届出及び法第６条第３項において準用する法第５条第２項の添付書類は、愛媛県経済労働部産業支援局経営支援課及び中予地方局産

業経済部産業振興課商工観光室並びに松山市役所において告示の日から４月間縦覧に供する。

平成２２年３月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

変更の届出の概要

大規模小売店舗の名称 大規模小売店舗の所
在地 変更しようとする事項 変 更 前 変 更 後 変更する

年 月 日
届 出
年 月 日

エスパス松山 松山市千舟町五丁目
７番１

大規模小売店舗内の店舗面積
の合計 １，０４４� １，１１９．８� 平成２２年

３月６日
平成２２年
２月１８日

駐車場の位置及び収容台数 １９台 １６７台

大規模小売店舗において小売
業を行う者の閉店時刻 午後７時 午後９時

来客が駐車場を利用すること
ができる時間帯

午前９時４５分から午
後７時１５分まで

午前９時４５分から午
後９時１５分まで

駐車場の自動車の出入口の数
及び位置 １箇所 ２箇所

愛 媛 県 報平成２２年３月５日 第２１４６号
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日ノ浦
谷川
３０１－
１０９１－
１

四国中
央市新
宮町新
瀬川
（次の
図のと
おり）

土石流 日ノ浦
谷川
３０１－
１０９１－
１

四国中
央市新
宮町新
瀬川
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

日ノ浦
谷川
３０１－
１０９１－
２

四国中
央市新
宮町新
瀬川
（次の
図のと
おり）

土石流 日ノ浦
谷川
３０１－
１０９１－
２

四国中
央市新
宮町新
瀬川
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

寺の川
３０１－
１０９４

四国中
央市新
宮町新
宮（次
の図の
とお
り）

土石流 寺の川
３０１－
１０９４

四国中
央市新
宮町新
宮（次
の図の
とお
り）

土石流 次の図のとお
り

影井谷
川
３０１－
１０９５

四国中
央市新
宮町新
宮（次
の図の
とお
り）

土石流 影井谷
川
３０１－
１０９５

四国中
央市新
宮町新
宮（次
の図の
とお
り）

土石流 次の図のとお
り

西市仲
谷川
３０１－
１０９８

四国中
央市新
宮町馬
立（次
の図の
とお
り）

土石流 西市仲
谷川
３０１－
１０９８

四国中
央市新
宮町馬
立（次
の図の
とお
り）

土石流 次の図のとお
り

（「次の図」は、省略し、その図面は、土木部河川港湾局砂防課、

四国中央土木事務所及び四国中央市に備えて一般の縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第２４７号
土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法

律（平成１２年法律第５７号）第６条第１項及び第８条第１項の規定に

基づき、次のとおり土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域を

指定する。

平成２２年３月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

建築物に作用
すると想定さ
れる衝撃に関
する事項

西畦
２０７－
�－１０
３�

大洲市
西畦
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

西畦
２０７－
�－１０
３�

大洲市
西畦
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

西大洲
（Ａ）
２０７－
�－１０
６�

大洲市
西大洲
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

西大洲
（Ａ）
２０７－
�－１０
６�

大洲市
西大洲
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

慶雲寺
２０７－
�－１０
７�

大洲市
慶雲寺
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

慶雲寺
２０７－
�－１０
７�

大洲市
慶雲寺
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

若葉台
（Ａ）
２０７－
�－１１
２�

大洲市
只越
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

若葉台
（Ａ）
２０７－
�－１１
２�

大洲市
只越
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

大洲北
中学校
裏
２０７－
�－１１
５０�

大洲市
河内
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

大洲北
中学校
裏
２０７－
�－１１
５０�

大洲市
河内
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

田ノ口
（Ｂ）
２０７－
�－１１
５１�

大洲市
三番池
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

田ノ口
（Ｂ）
２０７－
�－１１
５１�

大洲市
三番池
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

田ノ口
（Ｃ）
２０７－
�－１１
５２�

大洲市
四番池
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

田ノ口
（Ｃ）
２０７－
�－１１
５２�

大洲市
四番池
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

神宮
（Ａ）
２０７－
�－１１
５３�

大洲市
西岡
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

神宮
（Ａ）
２０７－
�－１１
５３�

大洲市
西岡
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

神宮
（Ｂ）
２０７－
�－１１
５４�

大洲市
田ノ口
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

神宮
（Ｂ）
２０７－
�－１１
５４�

大洲市
田ノ口
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

如法寺
２０７－
�－１１
５６�

大洲市
如法寺
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

如法寺
２０７－
�－１１
５６�

大洲市
如法寺
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

八尾
２０７－
�－１１
６８�

大洲市
八尾
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

八尾
２０７－
�－１１
６８�

大洲市
八尾
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

上大谷
川
２０７－
１０１８

大洲市
大谷
（次の
図のと
おり）

土石流 上大谷
川
２０７－
１０１８

大洲市
大谷
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

神宮川
２０７－
１０７２－
１

大洲市
神宮
（次の
図のと
おり）

土石流 神宮川
２０７－
１０７２－
１

大洲市
神宮
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

神宮川
２０７－
１０７２－
２

大洲市
神宮
（次の
図のと
おり）

土石流 神宮川
２０７－
１０７２－
２

大洲市
神宮
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

神宮川
２０７－
１０７２－
３

大洲市
神宮
（次の
図のと
おり）

土石流 神宮川
２０７－
１０７２－
３

大洲市
神宮
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東四番
池川
２０７－
１０７３

大洲市
山根
（次の
図のと
おり）

土石流 東四番
池川
２０７－
１０７３

大洲市
山根
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西四番
池川
２０７－
１０７４

大洲市
山根
（次の
図のと
おり）

土石流 西四番
池川
２０７－
１０７４

大洲市
山根
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

天満川
２０７－
１０７６

大洲市
中ヶ市
（次の
図のと
おり）

土石流 天満川
２０７－
１０７６

大洲市
中ヶ市
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

田口河
内川
２０７－
１０７７

大洲市
河内
（次の
図のと
おり）

土石流 田口河
内川
２０７－
１０７７

大洲市
河内
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

田口河
内西川
２０７－
１０７８

大洲市
河内
（次の
図のと
おり）

土石流 田口河
内西川
２０７－
１０７８

大洲市
河内
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

如法寺
川
２０７－
１０８０－
１

大洲市
如法寺
（次の
図のと
おり）

土石流 如法寺
川
２０７－
１０８０－
１

大洲市
如法寺
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

愛 媛 県 報平成２２年３月５日 第２１４６号
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如法寺
川
２０７－
１０８０－
２

大洲市
如法寺
（次の
図のと
おり）

土石流 如法寺
川
２０７－
１０８０－
２

大洲市
如法寺
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

亀山川
２０７－
１１２４

大洲市
梁瀬
（次の
図のと
おり）

土石流 亀山川
２０７－
１１２４

大洲市
梁瀬
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

亀山川
２０７－
１１２５

大洲市
亀山
（次の
図のと
おり）

土石流 亀山川
２０７－
１１２５

大洲市
亀山
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

大吾森
川
２０７－
１１３５

大洲市
東山根
（次の
図のと
おり）

土石流 大吾森
川
２０７－
１１３５

大洲市
東山根
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

森永川
２０７－
１１３６

大洲市
西山根
（次の
図のと
おり）

土石流 森永川
２０７－
１１３６

大洲市
西山根
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

大禅寺
川
２０７－
１１３７

大洲市
新屋敷
（次の
図のと
おり）

土石流 大禅寺
川
２０７－
１１３７

大洲市
新屋敷
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

浮舟川
２０７－
１１３８

大洲市
新屋敷
（次の
図のと
おり）

土石流 浮舟川
２０７－
１１３８

大洲市
新屋敷
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

新屋敷
川
２０７－
１１３９

大洲市
新屋敷
（次の
図のと
おり）

土石流 新屋敷
川
２０７－
１１３９

大洲市
新屋敷
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

椎の森
東川
２０７－
１１４０

大洲市
新屋敷
（次の
図のと
おり）

土石流 椎の森
東川
２０７－
１１４０

大洲市
新屋敷
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

椎の森
川
２０７－
１１４１

大洲市
椎の森
（次の
図のと
おり）

土石流 椎の森
川
２０７－
１１４１

大洲市
椎の森
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

八尾下
川
２０７－
１１４４

大洲市
八尾
（次の
図のと
おり）

土石流 八尾下
川
２０７－
１１４４

大洲市
八尾
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

谷田下
川
２０７－
１１８０

大洲市
池富
（次の
図のと
おり）

土石流 谷田下
川
２０７－
１１８０

大洲市
池富
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

善滝川
２０７－
１１８１

大洲市
池富
（次の
図のと
おり）

土石流 善滝川
２０７－
１１８１

大洲市
池富
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

柴尾川
２０７－
１１８２

大洲市
柴尾
（次の
図のと
おり）

土石流 柴尾川
２０７－
１１８２

大洲市
柴尾
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

奥深井
川
２０７－
１１８３－
１

大洲市
奥深井
（次の
図のと
おり）

土石流 奥深井
川
２０７－
１１８３－
１

大洲市
奥深井
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

奥深井
川
２０７－
１１８３－
２

大洲市
奥深井
（次の
図のと
おり）

土石流 奥深井
川
２０７－
１１８３－
２

大洲市
奥深井
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

奥深井
川
２０７－
１１８３－
３

大洲市
奥深井
（次の
図のと
おり）

土石流 奥深井
川
２０７－
１１８３－
３

大洲市
奥深井
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

奥深井
川
２０７－
１１８３－
４

大洲市
奥深井
（次の
図のと
おり）

土石流 奥深井
川
２０７－
１１８３－
４

大洲市
奥深井
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

奥深井
川
２０７－
１１８３－
６

大洲市
奥深井
（次の
図のと
おり）

土石流 奥深井
川
２０７－
１１８３－
６

大洲市
奥深井
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

下里川
２０７－
１１８４

大洲市
奥深井
（次の
図のと
おり）

土石流 下里川
２０７－
１１８４

大洲市
奥深井
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

深井下
川
２０７－
１１８５

大洲市
深井
（次の
図のと
おり）

土石流 深井下
川
２０７－
１１８５

大洲市
深井
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

城地川
２０７－
１１８６

大洲市
城地
（次の
図のと
おり）

土石流 城地川
２０７－
１１８６

大洲市
城地
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

古久米
川
２０７－
１１８７－
３

大洲市
高山東
（次の
図のと
おり）

土石流 古久米
川
２０７－
１１８７－
３

大洲市
高山東
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

谷河内
南川
２０７－
１１９１－
１

大洲市
谷河内
（次の
図のと
おり）

土石流 谷河内
南川
２０７－
１１９１－
１

大洲市
谷河内
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

谷河内
南川
２０７－
１１９１－
２

大洲市
谷河内
（次の
図のと
おり）

土石流 谷河内
南川
２０７－
１１９１－
２

大洲市
谷河内
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

谷河内
川
２０７－
１１９２－
１

大洲市
谷河内
（次の
図のと
おり）

土石流 谷河内
川
２０７－
１１９２－
１

大洲市
谷河内
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

谷河内
川
２０７－
１１９２－
２

大洲市
谷河内
（次の
図のと
おり）

土石流 谷河内
川
２０７－
１１９２－
２

大洲市
谷河内
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西荒田
川
２０７－
１１９３

大洲市
荒田
（次の
図のと
おり）

土石流 西荒田
川
２０７－
１１９３

大洲市
荒田
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東荒田
川
２０７－
１１９４

大洲市
荒田
（次の
図のと
おり）

土石流 東荒田
川
２０７－
１１９４

大洲市
荒田
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

五郎岡
川
２０７－
１１９５－
１

大洲市
岡（次
の図の
とお
り）

土石流 五郎岡
川
２０７－
１１９５－
１

大洲市
岡（次
の図の
とお
り）

土石流 次の図のとお
り

五郎岡
川
２０７－
１１９５－
２

大洲市
岡（次
の図の
とお
り）

土石流 五郎岡
川
２０７－
１１９５－
２

大洲市
岡（次
の図の
とお
り）

土石流 次の図のとお
り

（「次の図」は、省略し、その図面は、土木部河川港湾局砂防課、

大洲土木事務所及び大洲市に備えて一般の縦覧に供する。）
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�愛媛県告示第２４８号
土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法

律（平成１２年法律第５７号）第６条第１項及び第８条第１項の規定に

基づき、次のとおり土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域を

指定する。

平成２２年３月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

建築物に作用
すると想定さ
れる衝撃に関
する事項

ヒラマ
ツＣ
４４３－
�－１６
５４�

伊方町
大江
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

ヒラマ
ツＣ
４４３－
�－１６
５４�

伊方町
大江
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

ヒラマ
ツＤ
４４３－
�－１６
５６�

伊方町
大江
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

ヒラマ
ツＤ
４４３－
�－１６
５６�

伊方町
大江
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

志津
４４３－
�－１６
５７�

伊方町
志津
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

志津
４４３－
�－１６
５７�

伊方町
志津
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

小島Ａ
４４３－
�－１６
５８�

伊方町
小島
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

小島Ａ
４４３－
�－１６
５８�

伊方町
小島
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

小島Ｂ
４４３－
�－１６
５９�

伊方町
小島
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

小島Ｂ
４４３－
�－１６
５９�

伊方町
小島
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

ヒノシ
タＢ
４４３－
�－１６
６４�

伊方町
神崎
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

ヒノシ
タＢ
４４３－
�－１６
６４�

伊方町
神崎
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

大久
４４３－
�－１６
６７�

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

大久
４４３－
�－１６
６７�

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

タニノ
ウエ
４４３－
�－１６
６８�

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

タニノ
ウエ
４４３－
�－１６
６８�

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

シモダ
バ
４４３－
�－１６
６９�

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

シモダ
バ
４４３－
�－１６
６９�

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

ムメノ
谷
４４３－
�－１６
７１�

伊方町
川之浜
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

ムメノ
谷
４４３－
�－１６
７１�

伊方町
川之浜
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

西上Ａ
４４３－
�－１６
７４�

伊方町
塩成
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

西上Ａ
４４３－
�－１６
７４�

伊方町
塩成
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

振
４４３－
�－１６
７７�

伊方町
塩成
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

振
４４３－
�－１６
７７�

伊方町
塩成
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

ミネ
４４４－
�－１９
９�

伊方町
名取
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

ミネ
４４４－
�－１９
９�

伊方町
名取
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

名取Ａ
４４４－
�－１６
９２�

伊方町
名取
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

名取Ａ
４４４－
�－１６
９２�

伊方町
名取
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

名取Ｂ
４４４－
�－１６
９３�

伊方町
名取
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

名取Ｂ
４４４－
�－１６
９３�

伊方町
名取
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

名取Ｃ
４４４－
�－１６
９４�

伊方町
名取
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

名取Ｃ
４４４－
�－１６
９４�

伊方町
名取
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

名取Ｄ
４４４－
�－１６
９５�

伊方町
名取
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

名取Ｄ
４４４－
�－１６
９５�

伊方町
名取
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

松Ｃ
４４４－
�－１７
０２�

伊方町
松（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

松Ｃ
４４４－
�－１７
０２�

伊方町
松（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

松Ｅ
４４４－
�－１７
０４�

伊方町
松（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

松Ｅ
４４４－
�－１７
０４�

伊方町
松（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

与侈Ｄ
４４４－
�－１７
２４�

伊方町
与侈
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

与侈Ｄ
４４４－
�－１７
２４�

伊方町
与侈
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

串Ａ
４４４－
�－１７
３１�

伊方町
串（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

串Ａ
４４４－
�－１７
３１�

伊方町
串（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

串Ｂ
４４４－
�－１７
３２�

伊方町
串（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

串Ｂ
４４４－
�－１７
３２�

伊方町
串（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

串Ｃ
４４４－
�－１７
３３�

伊方町
串（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

串Ｃ
４４４－
�－１７
３３�

伊方町
串（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

ヤナギ
ノ
４４４－
�－１７
３５�

伊方町
串（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

ヤナギ
ノ
４４４－
�－１７
３５�

伊方町
串（次
の図の
とお
り）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

藤の実
４４４－
�－１７
３７�

伊方町
正野
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

藤の実
４４４－
�－１７
３７�

伊方町
正野
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

正の谷
４４４－
�－１７
３９�

伊方町
正野
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

正の谷
４４４－
�－１７
３９�

伊方町
正野
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

ダバ川
４４３－
１２２３

伊方町
大江
（次の
図のと
おり）

土石流 ダバ川
４４３－
１２２３

伊方町
大江
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

下大江
川
４４３－
１２２５

伊方町
大江
（次の
図のと
おり）

土石流 下大江
川
４４３－
１２２５

伊方町
大江
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

山神坊
川
４４３－
１２２６

伊方町
大江
（次の
図のと
おり）

土石流 山神坊
川
４４３－
１２２６

伊方町
大江
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り
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大典川
４４３－
１２２７

伊方町
大江
（次の
図のと
おり）

土石流 大典川
４４３－
１２２７

伊方町
大江
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

小島川
４４３－
１２２８

伊方町
小島
（次の
図のと
おり）

土石流 小島川
４４３－
１２２８

伊方町
小島
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西川
４４３－
１２３０

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

土石流 西川
４４３－
１２３０

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西ノ川
４４３－
１２３１

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

土石流 西ノ川
４４３－
１２３１

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

ミヤズ
川
４４３－
１２３２

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

土石流 ミヤズ
川
４４３－
１２３２

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

脇川
４４３－
１２３３

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

土石流 脇川
４４３－
１２３３

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

里川
４４３－
１２３４

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

土石流 里川
４４３－
１２３４

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

大久ダ
バノ川
４４３－
１２３５

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

土石流 大久ダ
バノ川
４４３－
１２３５

伊方町
大久
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

マフセ
川
４４３－
１２３７

伊方町
川之浜
（次の
図のと
おり）

土石流 マフセ
川
４４３－
１２３７

伊方町
川之浜
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東脇川
４４３－
１２３９

伊方町
川之浜
（次の
図のと
おり）

土石流 東脇川
４４３－
１２３９

伊方町
川之浜
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

川之浜
ツル川
４４３－
１２４０

伊方町
川之浜
（次の
図のと
おり）

土石流 川之浜
ツル川
４４３－
１２４０

伊方町
川之浜
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

北川
４４３－
１２４２

伊方町
塩成
（次の
図のと
おり）

土石流 北川
４４３－
１２４２

伊方町
塩成
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

奥内川
４４４－
１２５７

伊方町
松（次
の図の
とお
り）

土石流 奥内川
４４４－
１２５７

伊方町
松（次
の図の
とお
り）

土石流 次の図のとお
り

三谷川
４４４－
１２５８

伊方町
松（次
の図の
とお
り）

土石流 三谷川
４４４－
１２５８

伊方町
松（次
の図の
とお
り）

土石流 次の図のとお
り

正野谷
川
４４４－
１２６３

伊方町
正野
（次の
図のと
おり）

土石流 正野谷
川
４４４－
１２６３

伊方町
正野
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

正野川
４４４－
１２６４

伊方町
正野
（次の
図のと
おり）

土石流 正野川
４４４－
１２６４

伊方町
正野
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

下野坂
川
４４４－
１２６６－
１

伊方町
正野
（次の
図のと
おり）

土石流 下野坂
川
４４４－
１２６６－
１

伊方町
正野
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

下野坂
川
４４４－
１２６６－
２

伊方町
正野
（次の
図のと
おり）

土石流 下野坂
川
４４４－
１２６６－
２

伊方町
正野
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

牛の久
保川
４４４－
１２７０

伊方町
串（次
の図の
とお
り）

土石流 牛の久
保川
４４４－
１２７０

伊方町
串（次
の図の
とお
り）

土石流 次の図のとお
り

内の浦
川
４４４－
１２７１

伊方町
串（次
の図の
とお
り）

土石流 内の浦
川
４４４－
１２７１

伊方町
串（次
の図の
とお
り）

土石流 次の図のとお
り

山川
４４４－
１２８４

伊方町
佐田
（次の
図のと
おり）

土石流 山川
４４４－
１２８４

伊方町
佐田
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

重田川
４４４－
１２８５

伊方町
大佐田
（次の
図のと
おり）

土石流 重田川
４４４－
１２８５

伊方町
大佐田
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

天神川
４４４－
１２８６

伊方町
大佐田
（次の
図のと
おり）

土石流 天神川
４４４－
１２８６

伊方町
大佐田
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東川
４４４－
１２８８

伊方町
井野浦
（次の
図のと
おり）

土石流 東川
４４４－
１２８８

伊方町
井野浦
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

井野浦
川
４４４－
１２８９

伊方町
井野浦
（次の
図のと
おり）

土石流 井野浦
川
４４４－
１２８９

伊方町
井野浦
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

大谷川
４４４－
１２９０

伊方町
名取
（次の
図のと
おり）

土石流 大谷川
４４４－
１２９０

伊方町
名取
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

宮下川
４４４－
１２９１

伊方町
名取
（次の
図のと
おり）

土石流 宮下川
４４４－
１２９１

伊方町
名取
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

（「次の図」は、省略し、その図面は、土木部河川港湾局砂防課、

八幡浜土木事務所及び伊方町に備えて一般の縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第２４９号
土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法

律（平成１２年法律第５７号）第６条第１項の規定に基づき、次のとお

り土砂災害警戒区域を指定する。

平成２２年３月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

土砂災害警戒区域

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

中村川
２０７－
１０７９

大洲市
渡場
（次の
図のと
おり）

土石流
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奥深井
川
２０７－
１１８３－
５

大洲市
奥深井
（次の
図のと
おり）

土石流

古久米
川
２０７－
１１８７－
２

大洲市
高山東
（次の
図のと
おり）

土石流

（「次の図」は、省略し、その図面は、土木部河川港湾局砂防課、

大洲土木事務所及び大洲市に備えて一般の縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第２５０号
土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法

律（平成１２年法律第５７号）第６条第１項の規定に基づき、次のとお

り土砂災害警戒区域を指定する。

平成２２年３月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

土砂災害警戒区域

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

串川
４４４－
１２６２

伊方町
串（次
の図の
とお
り）

土石流

佐田川
４４４－
１２８３

伊方町
佐田
（次の
図のと
おり）

土石流

串宮ノ
下川
４４４－
１２６８

伊方町
串（次
の図の
とお
り）

土石流

兵衛田
川
４４４－
１２６９

伊方町
串（次
の図の
とお
り）

土石流

（「次の図」は、省略し、その図面は、土木部河川港湾局砂防課、

八幡浜土木事務所及び伊方町に備えて一般の縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第２５１号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第４８条第１項の規定により、

西条市吉井土地改良区から認可申請のあった新たな土地改良事業

（県単独補助土地改良事業（かんがい排水）・広江地区）の施行を

平成２２年２月２４日認可した。

平成２２年３月５日

愛媛県東予地方局長 佐 伯 隆 志

�������
�愛媛県告示第２５２号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第５条第１項の規定に基づく特定施設の設置

の許可の申請があった。

なお、法第５条第３項に規定する書面は、愛媛県今治保健所及び

今治市役所において告示の日から３週間公衆の縦覧に供する。

平成２２年３月５日

愛媛県今治保健所長 上 田 昭

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

株式会社四国メッキ

今治市大西町脇甲８８２

代表取締役 西坂 敏男

２ 事業場の名称及び所在地

株式会社四国メッキ

今治市大西町脇甲８８２

３ 特定施設に関する事項

� 酸・アルカリ処理槽（�１）

� 廃ガス洗浄装置（�４）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり１，０８０立方メートル

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後６ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特 定 施 設 の 種 類
水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第
１８８号。以下「政令」という。）別表第
１第６５号 酸又はアルカリによる表面処
理施設

特 定 施 設 の 能 力 １日当たり５０～１００トン

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後６ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連 続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ９時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．５～８．０

最大 ５．０～９．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ４０

最大 ６０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １００

最大 ３００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 ８０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．０

最大 ２０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ４８

最大 ５４
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４ 汚水等の処理施設に関する事項

�１汚水処理施設

５ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

�１排水口

�������
�愛媛県告示第２５３号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第５条第１項の規定に基づく特定施設の設置

の許可の申請があった。

なお、法第５条第３項に規定する書面は、愛媛県今治保健所及び

今治市役所において告示の日から３週間公衆の縦覧に供する。

平成２２年３月５日

愛媛県今治保健所長 上 田 昭

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

越智源株式会社

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．０～８．０

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２０

最大 ３０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 １５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２．０

最大 １４

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ８０

最大 １００

備考 その他に雨水排水口が９箇所ある。

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．５～８．０

最大 ５．０～９．０

通常 ６．０～８．０

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ４０

最大 ６０

通常 ２０

最大 ３０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １００

最大 ３００

通常 ５０

最大 １５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 ８０

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．０

最大 ２０

通常 ２．０

最大 １４

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ８０

最大 １００

通常 ８０

最大 １００

設 置 年 月 日 昭和５２年８月２２日

処 理 施 設 の 種 類 物理処理、化学処理

処 理 施 設 の 型 式 凝集沈殿処理、ｐＨ調整

処 理 施 設 の 構 造 コンクリート製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法

縦２．２メートル、横１．６メートル、
高さ４．０メートル
縦５．７メートル、横２．５メートル、
高さ７．３メートル
縦６．７メートル、横２．０メートル、
高さ５．７メートル
縦２．４メートル、横１．７メートル、
高さ６．５メートル
縦１．１メートル、横１．６メートル、
高さ３．０メートル
縦１．１メートル、横１．６メートル、
高さ５．２メートル
直径１．０メートル、高さ２．０メートル
直径５．５メートル、高さ２．４メートル
縦１．０メートル、横０．８メートル、
高さ４．５メートル
縦０．５メートル、横０．７２メートル、
高さ０．５メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり１１０立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 凝集沈殿処理、ｐＨ調整

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ９時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設の使用時間間隔 連 続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ９時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ８．０～９．０

最大 ７．０～１０．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ３０

最大 ５０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 ２００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２．０

最大 １０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ０

最大 ５
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今治市南日吉町一丁目２番１４号

代表取締役 越智 敏裕

２ 事業場の名称及び所在地

越智源株式会社

今治市南日吉町一丁目２番１４号

３ 特定施設に関する事項

� ４５�チーズ染色機（�１７、１８）

� ２５�チーズ染色機（�１９、２０）

� ５�チーズ染色機（�２１～２４）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり５キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ８時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ７００
最大 ８００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ８時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ７００
最大 ８００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ４０
最大 １１０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 ２
最大 ３

洗浄廃水
通常 ６
最大 ８

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり２５キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特 定 施 設 の 種 類
水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第
１８８号。以下「政令」という。）別表第
１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり４５キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ８時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ７００
最大 ８００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ４０
最大 １１０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 ３
最大 ４

洗浄廃水
通常 １２
最大 １６
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� ２�チーズ染色機（�２５～２８）

� ６�チーズ染色機（�２９）

� １２�チーズ染色機（�３０）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり１２キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ８時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ７００
最大 ８００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ８時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ７００
最大 ８００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ４０
最大 １１０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 ２
最大 ３

洗浄廃水
通常 ３
最大 ４

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり６キログラム

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり２キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ８時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ７００
最大 ８００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ４０
最大 １１０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 １
最大 １

洗浄廃水
通常 １
最大 １

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ４０
最大 １１０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 １
最大 ２

洗浄廃水
通常 １
最大 ２

愛 媛 県 報平成２２年３月５日 第２１４６号

１７５



� ４�チーズ染色機（�３１）

� ９０�チーズ染色機（�３２、３３）

� ２７０�チーズ染色機（�３４）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり２７０キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連 続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり９０キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連 続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ７００
最大 ８００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ４０
最大 １１０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 ８
最大 １０

洗浄廃水
通常 １００
最大 １２７

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり４キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ８時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ７００
最大 ８００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ４０
最大 １１０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 ２
最大 ２

洗浄廃水
通常 ２
最大 ３

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ４０
最大 １１０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 ２
最大 ４

洗浄廃水
通常 ４
最大 ６
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� ４５０�チーズ染色機（�３５）

� １００�液流染色機（�３６）

� ６０�液流染色機（�３７）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり１００キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ６時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ６００
最大 ７００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ３０
最大 ６０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 １
最大 ２

洗浄廃水
通常 ４
最大 ８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 ４０
最大 ４８

洗浄廃水
通常 ２５６
最大 ３３０

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり４５０キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 １６時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ７００
最大 ８００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ４０
最大 １１０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ７００
最大 ８００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ４０
最大 １１０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 ３２
最大 ４０

洗浄廃水
通常 ２０８
最大 ２４０

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり６０キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇
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� １５０�液流染色機（�３８）

� ２００�液流染色機（�３９、４０）

� ３０�液流染色機（�４１）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり３０キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 ２
最大 ２

洗浄廃水
通常 ８
最大 １０

特定施設の１日当たりの使用
時間 ６時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ６００
最大 ７００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ３０
最大 ６０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 １
最大 １

洗浄廃水
通常 ２
最大 ７

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり１５０キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ６時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ６００
最大 ７００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ３０
最大 ６０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり２００キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ６時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ６００
最大 ７００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ３０
最大 ６０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 ２
最大 ３

洗浄廃水
通常 １０
最大 １３
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� ５０�液流染色機（�４２）

４ 汚水等の処理施設に関する事項

� �１排水処理施設

� �２排水処理施設

設 置 年 月 日 昭和４７年６月

処 理 施 設 の 種 類 生物処理

処 理 施 設 の 型 式 活性汚泥処理、流動担体

処 理 施 設 の 構 造 コンクリート製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦２３．２メートル、横１３．８メートル、
高さ７．６メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり６８１立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 活性汚泥処理、流動担体

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～１０．５

最大 ６．０～１２．０

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ７００

最大 ８００

通常 ４５

最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １００

最大 １２０

通常 ６０

最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６０

最大 １１０

通常 １５

最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ９．０

最大 １５

通常 ４．０

最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５６９

最大 ６８１

通常 ５６９

最大 ６８１

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ３０
最大 ６０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 １
最大 １

洗浄廃水
通常 ２
最大 ４

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり５０キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３０日

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ６時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ６００
最大 ７００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ６時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

濃厚廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

洗浄廃水
通常 ６．０～１０．５
最大 ６．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

濃厚廃水
通常 ６００
最大 ７００

洗浄廃水
通常 ４５
最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 １００
最大 １２０

洗浄廃水
通常 ６０
最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ３０
最大 ６０

洗浄廃水
通常 １５
最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

濃厚廃水
通常 ９．０
最大 １５

洗浄廃水
通常 ４．０
最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

濃厚廃水
通常 １
最大 ２

洗浄廃水
通常 １
最大 ２
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５ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

�１工場排水口

�������
�愛媛県告示第２５４号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第８条第１項の規定に基づく特定施設の構造

等の変更の許可の申請があった。

なお、法第８条第３項において準用する法第５条第３項に規定す

る書面は、愛媛県今治保健所及び今治市役所において告示の日から

３週間公衆の縦覧に供する。

平成２２年３月５日

愛媛県今治保健所長 上 田 昭

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

株式会社四国メッキ

今治市大西町脇甲８８２

代表取締役 西坂 敏男

２ 事業場の名称及び所在地

株式会社四国メッキ

今治市大西町脇甲８８２

３ 特定施設の種類

水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第１８８号）別表第１第６３

号ホ、第６５号

４ 変更しようとする事項の内容

特定施設の原材料の使用量及び汚水等の量並びに排出水の汚染

状態の変更

５ 特定施設に関する事項

� 酸・アルカリ処理槽（�２）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

塩酸（４～１５パーセ
ント）１日当たり２，
０００キログラム、水
酸化ナトリウム水溶
液（１３～１７パーセン
ト）１日当たり５００
キログラム、塩化亜
鉛アンモニウム水溶
液（１８～２５パーセン
ト）１日当たり３０キ
ログラム

塩酸（７～２０パーセ
ント）１日当たり０．
４立方メートル、水
酸化ナトリウム水溶
液（１４～１８パーセン
ト）１日当たり０．１
立方メートル、塩化
亜鉛アンモニウム水
溶液（１８～２５パーセ
ント）１日当たり０．
０６立方メートル

特定施設の１日当たりの使用
時間 １０時間 ９時間

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．８～７．８

最大 ６．８～７．８

通常 ５．５～８．０

最大 ５．０～９．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．０

最大 ８．０

通常 ４０

最大 ６０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ２５

通常 １００

最大 ３００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

通常 ５０

最大 ８０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４．０

最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２，５３５

最大 ３，１００

備考 その他に雨水排水口が１箇所ある。

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．５～７．５

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ４５

最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６０

最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １５

最大 ４０

設 置 年 月 日 昭和４７年６月

処 理 施 設 の 種 類 化学処理

処 理 施 設 の 型 式 ｐＨ調整

処 理 施 設 の 構 造 コンクリート製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦４．７メートル、横２．７メートル、
高さ ５メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり３，１００立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 ｐＨ調整

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～１０．５

最大 ６．０～１２．０

通常 ６．５～７．５

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ４５

最大 ５９

通常 ４５

最大 ５９

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６０

最大 ８０

通常 ６０

最大 ８０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １５

最大 ４０

通常 １５

最大 ４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４．０

最大 ６．０

通常 ４．０

最大 ６．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２，５３５

最大 ３，１００

通常 ２，５３５

最大 ３，１００

愛 媛 県 報平成２２年３月５日 第２１４６号
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� 廃ガス洗浄装置（�３）

６ 汚水等の処理施設に関する事項

�１汚水処理施設

７ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

�１排水口

�愛媛県告示第２５５号
都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第３６条第１項に規定する開発行為に関する工事が次のとおり完了した。

平成２２年３月５日

愛媛県中予地方局長 門 屋 � 三

検 査 済 証 の 番 号
及 び 交 付 年 月 日

工 事 を 完 了 し た 開 発 区 域 又 は
工 区 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称

開 発 許 可 を 受 け た
者 の 住 所 及 び 氏 名

２１中局建（開）第４５号

平成２２年２月２３日
伊予郡松前町大字東古泉字上又４１６番１

松山市古川西三丁目７番２７号

メゾンＤ１０２号

水 田 裕

汚水等の汚

染状態の値

項 目 変 更 前 変 更 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．８～７．８

最大 ６．８～７．８

通常 ６．０～８．０

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．０

最大 ８．０

通常 ２０

最大 ３０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ２５

通常 ５０

最大 １５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．０

最大 １０

通常 ２．０

最大 １４

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ８５

最大 １１０

通常 ８０

最大 １００

備考 その他に雨水排水口が９箇所ある。

汚染状態の

値

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５．０

最大 ５．０

通常 ８．０

最大 ８．０

通常 ４０

最大 ６０

通常 ２０

最大 ３０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６０

最大 ６０

通常 ２５

最大 ２５

通常 １００

最大 ３００

通常 ５０

最大 １５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

通常 ３０

最大 ５０

通常 ５０

最大 ８０

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 １５

通常 ５．０

最大 １０

通常 ３．０

最大 ２０

通常 ２．０

最大 １４

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ８５

最大 １１０

通常 ８５

最大 １１０

通常 ８０

最大 １００

通常 ８０

最大 １００

変 更 前 変 更 後

処理施設の１日当たりの使用
時間 １０時間 ９時間

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

項 目 処理前 処理後 処理前 処理後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常
３．０～４．０
最大
３．０～４．０

通常
６．８～７．８
最大
６．８～７．８

通常
５．５～８．０
最大
５．０～９．０

通常
６．０～８．０
最大
５．８～８．６

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

水酸化ナトリウム水
溶液（４９パーセント）
１日当たり８キログ
ラム

水酸化ナトリウム
１日当たり８キログ
ラム

特定施設の１日当たりの使用
時間 １０時間 ９時間

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．５～７．０

最大 ６．５～７．０

通常 ８．０～９．０

最大 ７．０～１０．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ３．０

最大 ３．０

通常 ３０

最大 ５０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ２０

通常 ５０

最大 ２００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６０

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．０

最大 ２０

通常 ２．０

最大 １０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．０

最大 １０

通常 ３．０

最大 ２０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ８５

最大 １１０

通常 ３２

最大 ３６

愛 媛 県 報平成２２年３月５日 第２１４６号
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�愛媛県告示第２５６号
都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第３６条第１項に規定する開発行為に関する工事が次のとおり完了した。

平成２２年３月５日

愛媛県中予地方局長 門 屋 � 三

�愛媛県告示第２５７号
河川法（昭和３９年法律第１６７号）第１７条第１項の規定により、堤防と道路との兼用工作物の管理の方法について、次のとおり協議が成立

した。

その関係図書は、愛媛県庁及び南予地方局八幡浜土木事務所に備え置いて縦覧に供する。

平成２２年３月５日

愛媛県南予地方局長 高 魚 貞 利

１ 河川の名称、河川管理施設の名称又は種類、河川管理施設の位置並びに管理を行う者の氏名及び住所

河 川 の 名 称 河川管理施設の
名称又は種類 河 川 管 理 施 設 の 位 置 管理を行う者の氏名及び住所

二級河川宮内川水系
宮内川 宮内川左岸堤防 八幡浜市保内町宮内８番耕地１３１番１地先から同市保内町宮内８番耕地１３０番２

地先まで
道路管理者 八幡浜市長
八幡浜市北浜一丁目１番１号

〃 〃 八幡浜市保内町宮内８番耕地４８番１地先から同市保内町宮内８番耕地４３番３地
先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内６番耕地５８番１地先から同市保内町宮内６番耕地５８番３地
先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内６番耕地３５番３地先から同市保内町宮内６番耕地２６番１地
先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内５番耕地２９９番１地先から同市保内町宮内５番耕地２１番１
地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内５番耕地２１番２地先から同市保内町宮内１番耕地５５９番２
地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内１番耕地５５７番４地先から同市保内町宮内１番耕地５０９番１
地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内１番耕地３４６番１地先から同市保内町宮内１番耕地１４７番３
地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内１番耕地１４８番２地先から同市保内町川之石１番耕地２４３番
７地先まで 〃

〃 宮内川右岸堤防 八幡浜市保内町宮内９番耕地３２番２地先から同市保内町宮内９番耕地３１番１地
先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内４番耕地１９２番１地先から同市保内町宮内２番耕地１４７番１
地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内２番耕地１４６番３地先から同市保内町宮内２番耕地７２番４
地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内２番耕地６１番２地先から同市保内町宮内２番耕地５０番１地
先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町川之石３番耕地８番２地先から同市保内町川之石３番耕地１３番
２地先まで 〃

二級河川宮内川水系
西之河内川 西之河内川左岸堤防 八幡浜市保内町宮内２番耕地１４７番１地先から同市保内町宮内２番耕地１４７番１

地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内４番耕地７４６番３地先から同市保内町宮内４番耕地７１７番２
地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内２番耕地６６４番４地先から同市保内町宮内２番耕地１４７番１
地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内３番耕地４番３地先から同市保内町宮内４番耕地７４８番３
地先まで 〃

検 査 済 証 の 番 号
及 び 交 付 年 月 日

工 事 を 完 了 し た 開 発 区 域 又 は
工 区 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称

開 発 許 可 を 受 け た
者 の 住 所 及 び 氏 名

２１中局建（開）第４６号

平成２２年２月２４日
東温市田窪字大坪１０６６番１、１０６７番４

東温市田窪１４０４番地

横 山 千 晶

愛 媛 県 報平成２２年３月５日 第２１４６号
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〃 西之河内川右岸堤防 八幡浜市保内町宮内２番耕地１４６番２地先から同市保内町宮内２番耕地１４６番３
地先まで 〃

二級河川宮内川水系
里川 里川左岸堤防 八幡浜市保内町宮内５番耕地５３７番２地先から同市保内町宮内５番耕地５３９番１

地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内５番耕地２９６番２地先から同市保内町宮内５番耕地２９９番１
地先まで 〃

二級河川喜木川水系
喜木川 喜木川左岸堤防 八幡浜市保内町喜木３番耕地２６０番地先から同市保内町喜木３番耕地２３８番２地

先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町須川６０６番１地先から同市保内町須川４９番３地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町喜木１番耕地７１２番９地先から同市保内町喜木１番耕地３９０番１１
地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町喜木１番耕地２９０番地先から同市保内町喜木１番耕地６８番５地
先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町喜木１番耕地６６番４地先から同市保内町宮内１番耕地７２番１地
先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町川之石１番耕地２番２地先から同市保内町川之石１番耕地５２番
１地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町川之石１番耕地５３番１１地先から同市保内町川之石１番耕地２３６
番１６地先まで 〃

〃 喜木川右岸堤防 八幡浜市保内町喜木２番耕地７０番２地先から同市保内町喜木２番耕地９７番９地
先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町喜木２番耕地１３番１地先から同市保内町喜木２番耕地７０番１地
先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町喜木２番耕地２２１番１地先から同市保内町宮内１番耕地５番１
地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内１番耕地１６番１地先から同市保内町宮内１番耕地９２番１地
先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内１番耕地１８４番４地先から同市保内町宮内１番耕地１８９番地
先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町宮内１番耕地１８５番２地先から同市保内町宮内１番耕地１８５番２
地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町川之石１番耕地２４２番１地先から同市保内町川之石１番耕地２４３
番６地先まで 〃

二級河川喜木川水系
新川 新川右岸堤防 八幡浜市保内町須川１２５７番地先から同市保内町須川２１７番１地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町須川２０９番１地先から同市保内町須川５６番６地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市保内町須川５１番１地先から同市保内町須川４９番３地先まで 〃

二級河川千丈川水系
千丈川 千丈川右岸堤防 八幡浜市郷２番耕地１５７番１地先から同市郷２番耕地１０６番１地先まで 〃

〃 〃 八幡浜市郷２番耕地４７番３地先から同市郷２番耕地７番２地先まで 〃

２ 管理の内容

� 道路専用施設（路面（路盤までの部分を含む。）、路肩、道路の附属物その他の専ら道路の管理上必要な施設又は工作物で、別図に

茶色で着色したものをいう。以下同じ。）の新設（道路の附属物に係るものに限る。）、改築、維持又は修繕

� 路肩に接する法面で、別図に緑色に着色した区域内のものについての維持

� 原則として、道路専用施設に係る災害復旧

３ 管理の期間

平成２２年３月５日から道路の存続する日まで

�愛媛県告示第２５８号
河川法（昭和３９年法律第１６７号）第１７条第１項の規定により、堤防と道路との兼用工作物の管理の方法について、次のとおり協議が成立

した。

その関係図書は、愛媛県庁及び南予地方局八幡浜土木事務所に備え置いて縦覧に供する。
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公安委員会規則

平成２２年３月５日

愛媛県南予地方局長 高 魚 貞 利

１ 河川の名称、河川管理施設の名称又は種類、河川管理施設の位置並びに管理を行う者の氏名及び住所

河 川 の 名 称 河川管理施設の
名称又は種類 河 川 管 理 施 設 の 位 置 管理を行う者の氏名及び住所

二級河川伊方大川水
系伊方大川 伊方大川左岸堤防 西宇和郡伊方町河内２１番地先から同町湊浦８３番１地先まで

道路管理者 伊方町長
西宇和郡伊方町湊浦１９９３番地
１

〃 伊方大川右岸堤防 西宇和郡伊方町湊浦６６３番４地先から同町湊浦８６８番１地先まで 〃

二級河川伊方新川水
系伊方新川 伊方新川左岸堤防 西宇和郡伊方町川永田甲１０２１番地先から同町川永田甲９４２番４地先まで 〃

〃 伊方新川右岸堤防 西宇和郡伊方町川永田甲９４１番２地先から同町川永田乙４９３番３地先まで 〃

二級河川九町新川水
系九町新川 九町新川右岸堤防 西宇和郡伊方町九町１番耕地２０５４番地先から同町九町１番耕地１６１４番２地先ま

で 〃

〃 〃 西宇和郡伊方町九町４番耕地２９６番地先から同町九町４番耕地８１０番３地先まで 〃

二級河川三崎大川水
系三崎大川 三崎大川右岸堤防 西宇和郡伊方町三崎２８６５番地先から同町三崎６４９番地先まで 〃

〃 三崎大川左岸堤防 西宇和郡伊方町三崎２６１９番地先から同町三崎２６００番地先まで 〃

〃 三崎大川右岸堤防 西宇和郡伊方町三崎２８１０番地先から同町三崎２８４２番地先まで 〃

〃 〃 西宇和郡伊方町三崎２８０４番地先から同町三崎２８０５番地先まで 〃

〃 三崎大川左岸堤防 西宇和郡伊方町三崎２７０９番地先から同町三崎２７０９番地先まで 〃

２ 管理の内容

� 道路専用施設（路面（路盤までの部分を含む。）、路肩、道路の附属物その他の専ら道路の管理上必要な施設又は工作物で、別図に

茶色で着色したものをいう。以下同じ。）の新設（道路の附属物に係るものに限る。）、改築、維持又は修繕

� 路肩に接する法面で、別図に緑色に着色した区域内のものについての維持

� 原則として、道路専用施設に係る災害復旧

３ 管理の期間

平成２２年３月５日から道路の存続する日まで

�愛媛県公安委員会規則第１号
銃砲刀剣類所持等取締法施行細則の一部を改正する規則を次のように定める。

平成２２年３月５日

愛媛県公安委員会委員長 � 井 實

銃砲刀剣類所持等取締法施行細則の一部を改正する規則

銃砲刀剣類所持等取締法施行細則（昭和５３年愛媛県公安委員会規則第６号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改 正 後 改 正 前

（趣旨）

第１条 この規則は、銃砲刀剣類所持等取締法施行令（昭和３３年政

令第３３号。以下「令」という。）、銃砲刀剣類所持等取締法施行規

則（昭和３３年総理府令第１６号）その他の法令に定めるもののほか、

銃砲刀剣類所持等取締法（昭和３３年法律第６号。以下「法」とい

う。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

（医師の指定）

第２条 法

（医師の指定）

第１条 銃砲刀剣類所持等取締法（昭和３３年法律第６号。以下「法」
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雑 報

�公示送達
萩森喜惣治、嶌岩重吉、萩森源治、萩森元三郎、萩森祐七、萩森

�平、萩森吉蔵、萩森本治、萩森定八、萩森為吉、萩森文太郎、萩
森只太郎、小出長太郎、萩森熊太郎、萩森伊勢松、萩森午太郎、萩

森宇太郎、萩森孫吉、萩森彦十郎、小出伊平、松本常八、萩森喜平

太、松本傳七、松本新八、小出利平、佐藤庄七、松本吉三郎、松本

辰治、松本長治郎、松本平七、松本九十郎、松本亀蔵、松本伊三郎、

松本七平、松本與平治、宇都宮友治、松本七蔵、宇都宮傳太郎、宇

都宮兼太郎、松本安太郎、萩森安吉、宇都宮善太郎（愛媛県西予市

宇和町皆田４５１番２の登記名義人）

土地収用法（昭和２６年法律第２１９号）第６６条第３項の規定に基づ

き上記の者に送達すべき次の書類は、当収用委員会事務局（愛媛県

土木部管理局用地課）において保管してあるので、出頭の上、その

交付を受けてください。

なお、この書類を受領しないときは、土地収用法施行令（昭和２６

年政令第３４２号）第５条第５項の規定により、平成２２年３月２５日を

経過した時にその書類の送達があったものとみなされます。

平成２２年３月５日

愛媛県収用委員会

会長 矢 野 隆 三

平成２２年２月２４日付け裁決書

第４条の３第２項又は第１２条の３の診断を行う医師の指

定（以下「医師の指定」という。）は、次の表の左欄に掲げる区分

に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げる医師のうちから行うものと

する。

という。）第４条の３第２項又は第１２条の３の診断を行う医師の指

定（以下「医師の指定」という。）は、次の表の左欄に掲げる区分

に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げる医師のうちから行うものと

する。

診断の対象者 医師 診断の対象者 医師

法第５条第１項第３号に規定する政令で

定める病気（令

第８条第３号に定める病気を除

く。）にかかっている者並びに法第５条第

１項第４号及び第５号に掲げる者

省略 法第５条第１項第３号に規定する政令で

定める病気（銃砲刀剣類所持等取締法施

行令（昭和３３年政令第３３号。以下「令」

という。）第８条第３号に定める病気を除

く。）にかかっている者並びに法第５条第

１項第４号及び第５号に掲げる者

省略

省略 省略

２・３ 省略

（猟銃安全指導委員の活動区域）

第３条 猟銃安全指導委員規則（平成２１年国家公安委員会規則第１２

号）第２条第１項に規定する公安委員会が定める活動区域は、警

察署の管轄区域とする。

第４条 省略

第５条 省略

第６条 省略

２・３ 省略

第２条 省略

第３条 省略

第４条 省略

附 則

この規則は、公布の日から施行する。

平成２２年３月５日 発行
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